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シャルル・フーリエは、19世紀のフランスで「社会主義者」と呼ばれた思想家である。彼の名は
当時から、「マブリ、モレリ、フーリエ、サン＝シモン、コント、キャベ、ルイ・ブラン」というよ
うに、数人の思想家とともに挙げられることが多かった?。これらの思想家たちは、生まれ育った時
代背景もさまざまであれば、社会観の基盤となる階級も、貴族から平民にまでひろがっている。た
とえば、マブリやモレリは 18世紀に生まれ、大革命を知らず死んだ人物であるのに対し（マブリは、
コンディヤックの兄である）、キャベは 1830年の蜂起に参加している。彼はイギリスに亡命し、オー
ウェンの影響を受けて、理想的な共同体の建設を唱えた。また、ルイ・ブランは 1811年に生まれ、
19世紀におけるその政治的活動はあまりにも有名である。そして、フーリエは、サン＝シモンと同
様、18世紀に生まれ（1772年生まれ）、大革命の変動を潜り抜けることによって、思想を鍛え上げ
た人物である。彼は、革命による社会崩壊を目のあたりにして、新しい社会をどのように建設すれ
ばよいか、と思索を練ったのである。
生まれ、育ち、時代も異なっているが、彼らは往々にして、ひとくくりにされ、同じジャンルの
過激派とみなされがちである。実際、これらの社会主義者たちは、みな、社会の惨状を目にして、
具体的な解決策を出そうとしたのである。彼らは、不平等を正そうとして、社会改革をもくろんだ。
その基盤には、キリスト教の教える原始共産主義への憧憬がみられる。このことについて、19世紀
の作家、ギュスターヴ・フローベールは皮肉まじりに、社会主義者はみな、キリスト教復権を試み、
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平等を重視するあまり、自由を敵視し、突出した才能や技量を認めず、あらゆる特権を排除しよう
とする、と書簡にも小説にも書いてやまない?。
では、これらの思想群のなかで、フーリエの社会論に固有の特徴とは何なのであろうか。本稿に
おいては、フーリエ的社会主義の際立つ特徴について、他の社会主義論との差を意識しつつ、論じ
ていきたい。
１．Bio-pouvoir
⑴ 生の保証
まず認めなくてはならないのは、フーリエをふくめ社会主義者たちが考案したユートピアには、
実際、ある共通点みられる、ということである。当時、現実の社会においては、権力は構成員を「死
なせる」ために発揮されていた。「権力者」とは、特権によって、あるいは、戦争を起こすことによっ
て、「平民」を自由に殺すことができる者であった。また、権力を握った資本家が労働者を死にいた
らしめるまで搾取することもできた。少数の特権者のために多数の被支配者が死ぬということも、
理由によっては当然視された。権力とはそもそも他人の生死与奪を自由にできる力であると考えら
れ、しかも強い権力のない社会は崩壊する（過去の 100年戦争や革命直後の経験から）とみなされ
ていた以上、このような状況は根底から疑問視されることはなかったのである。しかし、社会主義
者たちは、逆に、「いかに生かすか」に重点をおいた社会を考案した。彼らが熟慮したのは、「どう
すれば生を公平に配分することができるか」、という問題であった。理想社会においては、権力は社
会の構成員を「殺す」ためではなく、「生かす」ために発動されなければならないのである。
まず、衣食住の分野をみてみよう。社会主義システムにおいては、一般に、農業や工業は大規模
な生産システムに集中化される。それまで家族単位で細分化されていた作業は、協同組合において
行われる。家事労働も同様である。主婦が各家庭ごとに行っていた料理は、同じ場所で大量に作ら
れることになる。安価にかつ多量に生産された製品は、コミュニティの成員のあいだで平等に分け
られる。フーリエのシステムもこの点については同様である。彼のハーモニー社会は、（原始キリス
ト教社会を理想とした）キャベらの理想社会と、具体的な方法（むろん、そこにフーリエのオリジ
ナリティが見出されるのであるが）に差はあるものの、基本的には変わるところがない。根本にあ
る方針は同じなのである。
⑵ 性の管理
しかし、フーリエ的社会のもっとも大きな特徴は、権力の及ぶ領域が、生産・配給だけにとどま
らないことである。彼のユートピアにおいては、「bio-pouvoir（生権力）」が衣食住の保障や経済政
策といった分野だけでなく、生殖の領域にまで大胆に及ぶ。ミシェル・フーコーによれば、近代の
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権力は死を与えるものから、性＝生を与えるものへと移行するが、まさにフーリエ的社会において
は、生と性という 2領域への公権力による管理が徹底されるのである。では、具体的にどのような
方策がとられるのだろうか。
フーリエによれば、現行の「文明社会の大罪」は、「みなの必要に備えないことである」?。権力を
持たないものは性愛から遠ざけられてしまうのである。貧しいもの、病弱なもの、金のないもの、
地位のないもの、あるいは（金も地位もなく、しかも）年老いたものが身も心も恋愛に捧げること
は、社会的に許されない。だいいち、彼らの情熱に応えてくれるパートナーが存在しないのである。
これに対し、理想社会「ハーモニー」では、権力が、「すべての年齢にこの快楽を保障する」?。階級
や年齢の差を越えて、すべての人間がこの営みに参加し、あらゆる組み合わせが許される。80歳の
女性がハイティーンの少年を恋人にすることも、ロシアの大公女がその女奴隷に恋することも、禁
じられるどころかむしろ奨励される。許されないのは、小児性愛だけである。
「あらゆる快楽が保障される」というのは、むろん、権力による消極的な非関与をさすのではな
い。すなわち、存在するさまざまな快楽について、権力はそれを禁じない、ということを意味する
のではない。反対に、ハーモニーの権力は保障のために積極的に関与するのである。あらゆる年齢
の、あらゆる趣味をもつものに快楽を保障するために、ハーモニー社会は巨大な官僚機構を形成す
る。未来においては、国家権力そのものが快楽の管理・配給にのりだすのである。フーリエの言葉
を借りれば、「ハーモニーでは、快楽は国家事業なのであり、社会政治の特別目標なのである」?。フー
リエはつぎのようにのべている。
「愛においては、高位聖職者の役割はすべてを平等にすること、ハイヒールの踵ひっかき
（gratte talons）という酔狂を、今日の道徳が賞賛する愛人作法（たとえば、農民流の単純で
機械的な性交）とともに、保護することである。愛の裁判所は、基本的にあらゆる奇抜さを
よしとする。もっとも忘れられたもの、もっとも軽蔑されたものを探し出し、それらを際立
たせ、全地球規模でそこに参加するものをつのるのだ。」?
ハイヒールマニアやその他の酔狂の愛好者は、国家によって、一般の恋人たちと同様（あるいはそ
れ以上に）手厚く保護される。保護された多彩な性愛は、種類ごとに細分される。
「ハーモニーにおいては、快楽の種類を無限に増やさなければならない。そこで、人々は、
無数の性愛にかかわる偏愛（manies）を考え出し、それをまず、肉体と精神の二つの種類に
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分ける。つぎに、文明社会のように、各自の偏愛をからかうのではなく、逆に、その偏愛を
喚起し、グループごとに結びつけるのだ。」?
偏愛は種類ごとに分類され、似たもの同士、あるいは正反対のもの同士が関連付けられる。たとえ
ば、フーリエはつぎのような対立する二つの偏愛を見出していた。
「ある種の鬱とした男たちは、恋人に脅迫され、殴られ、言葉においても行為においても虐
待されることを好む。［...］反対に、殴るのが好きなものもいて、彼らは女性たちを引き裂き、
切りつける快楽のために、非常な高額を彼女たちに支払う。これは肉体的な奇癖（manie）だ
が、なかには精神的な種類のものもあり、特に年寄りたちに愛好者が多い。」?
ある偏愛は類似性や対立性（たとえば、ここに挙げられたマゾヒストとサディストなど）によって
他の偏愛と結び付けられ、色彩のグラデーション表のように並べられる。フーリエは、このように
他のグループと関連付けられたグループ群をセリー（se?rie）と呼んでいる。
快楽の保護につとめた後、つぎに問題になるのは、各パートナーに、必要とする相手をどのよう
に配偶するかである。望む相手とどのようにして出会わせればよいのか。現行の社会においては、
たとえ性愛に適したもの（金をもち、比較的若く、醜すぎない人々）であっても、ぴったり合う相
手に出会うのは難しい。なぜなら、現在の社会においては、「恋愛において、すべてを偶然にまかせ
ている」からである。フーリエはつぎのように言う。
「私は、文明社会においては、核心的恋愛の高度な好感に出会うことは、かなり難しいと述
べた。現行の秩序のもとでは、恋愛は偶然にしか起こらない。それぞれの好感を段階的に組
み合わせるための方法はまったく広まっていない。あるものは何年も、真の恋人を見つけら
れずにすごし、あるものはすぐに見つけたものの、結婚や財産などの障害によってアプロー
チすることができない、等々のことが起こる。結果的に、この種の恋愛は、われわれ文明人
のあいだではいかなる計算の対象にもなっていない。」?
ハーモニーでは、出会いが偶然にまかされることはない。パートナーをうまく組み合わせるため
に、官僚が「高度な計算」を行うのである。注目されるのは、「良心検査 examen de conscience」と
呼ばれる告白制度である。ハーモニーでは、各自は性愛について、自分の好みと自分の履歴を官僚
?Ibid.,p.335.
?Ibid.,p.334.
?Ibid.,p.294.
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に告白しなければならない。すべての欲望をさらけだし、かつ、過去のすべての行為を明らかにし
なければならないのだ。権力側は、告白にもとづき、当該人物についてのデータを分析し、計算し、
その結果に応じて、ふさわしいパートナーを紹介する。そのデータは、個々人の管理に使われ、い
つでも、どこでも、参照可能なように準備される。テクストは、官僚が行う作業について、つぎの
ように述べる。
「すべての聖職者たちは積極的に良心の検査を執り行い、書面での申告を受け入れる。以前
の滞在地ですでに検査を受けた人々は、彼らの［以前の］贖罪司祭が執筆したノートをこの
聖職者たちに渡す。すべての者が、自分が以前行った告白の一覧表を渡す。その一覧表には、
彼らの最後の滞在地の枢機卿会議でしたためられた、彼らのさまざまな共感性向が添付され
ている。［...］枢機卿会議において、告白は綿密に調べられ、分類される。そして、それぞれ
の騎士や女性騎士のために、5から 6の共感性が決定される。［...］妖精や精霊たちは、お試
し期間に、分配の仕事を終える。そのことに関するノートが、最高母の事務室に提出される。
それぞれのノートには、良心検査の結果が添付されている。共感性の組み合わせは、あらゆ
る可能性を加味して計算される。」??
たとえ引越しても、各自の以前の行状は、転居先の行政に伝えられる。もちろん、それは危険分子
を割り出すために使われるのではなく、個々人が新しい場所においても以前と同様、自分に適した
快楽を享受するために必要なのである。このことは、フーリエの死後 150年をへた現代日本での住
民基本台帳ネットワークシステムの行方について、考えさせずにはいない。
さて、ここで再び、われわれはミシェル・フーコーのこだまを聞くことになる。フーコーによる
と、近代になって、性はプライベートな沈黙の闇から引き出され、語られるものとして白日のもと
にさらされた。そして、20世紀初頭、フロイトの出現によって、性の語りがひとつの学として制度
化されたのである。事実、ハーモニーでは、自らの性愛について自分自身で分析を下すことができ
ないもののために、贖罪司祭が彼らの告白を聞き、彼らが本当に欲していることは何なのか解き明
かす。まるで、精神分析医のように。
「付け加えるべきなのは、カップルのよい組み合わせは、その多くを良心検査の規則性に負っ
ているということだ。この点について、検査において規則的な分析を行うことができない若
者たちのために、判断力を備えた贖罪司祭が必要になる。」??
??Ibid.,p.209.
??Ibid.,p.218.
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２．プライバシーの廃止
こうして告白制度にもとづき、自らの性愛の趣味・履歴を官僚に報告した後、人々は自分の趣味
が一目瞭然であらわになるよう、しるしを身につけなければならない。
「自分の特徴を簡潔に表示するため、ある同じ保母のもとに分類された者たちは、羽飾りや
他の目に見える印で自らを目立たせるよう注意する。」??
たとえば、告白によってサディストと分類されたものは、サディストに特有のしるしを帯びる。そ
のうえで、各自はその性愛の個人史が他人に分かるよう、さらに細かな紋章をつけるのである。
「各党派は、その紋章によって、所属する人々の性質、慣習、そのときどきの気まぐれ、最
近の激しい恋、彼らが必要とする交代性愛や対象性愛について、あらゆる詳細を確認できる
ようにしなければならない。」??
このようにして、自らの性的趣味を明らかにしてはじめて、人々は、保母や保父とよばれる官僚の
仲介により、パートナーを紹介されるのである。
「保母や保父の仲介によって、各自が、共感性グループに該当するさまざまな人を紹介され
ることになる。各自がこのグループにおいて、自分と相手との、その時点における精神的な
相性の詳細を確認する。同時に、各自は肉体的な適合性を測ることもできる。というのも、
男性も女性も、観覧席に移動することができるし、もしかしたら、入門時のバッカス祭にお
いて、すでにもっと親密に知り合っていたかもしれないからだ。こうして、各自は、自らの
視察や、保母のノートや情報によって、指定された共感性の位置をほぼ確定することができ、
自分がどんな共感性に躊躇するのか、だいたいわかるようになる。」??
ここで明らかになるのは、ハーモニーにはプライバシーは存在しない、という事実である。人々の
性的趣味が一目瞭然に示されているだけでなく、誰とどのようにつきあっている（た）かさえ、公
開されているのである。この点について、テクストに疑問の余地はない。
「ハーモニーでは、すべての交際は知られている、ということを指摘したい。さまざまな措
置がなされた結果、一夫一婦制のシンパを除き、複数恋愛の階級において隠されたものは何
??Ibid.,p.213.
??Ibid.,p.215.
??Ibid.,p.212.
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もない。文明社会のように、洗練された恋愛に不向きの人々が、繊細な感情を熱心に擁護す
るような場面にはそこでは出くわさない。ハーモニーではみなが自由に活動するが、その活
動によって、それぞれ正確に分類されている。」??
ハーモニー社会は確かにすべてが許されるユートピアである。しかし、それは、すべてが白日の
もとにさらされている、という条件のもとなのである。社会全体が巨大な私的領域となったため、
公権力が私的プライバシーを侵すという恐れが失われた。むしろ、権力の介入によってはじめて、
性＝生という個人の生命にかかわる領域が保障され、豊かなものとなるとみなされるのである。こ
れは、現代のショッピングの場面を思い出させないだろうか。顧客カードのような形で、客が何を
買ったのかを店側に報告するシステムが存在する。店側にとっては、売れ筋の商品を把握すること
に役立つ。客は、自分の欲望を店側に知らせることでプライバシーを侵されるが、それによって、
欲しい商品を次回からも手に入れることが期待できるのである。プライバシーを明け渡し、管理の
傘下に入ることで欲望の満足をはかる、というこの受動的な態度は、フーリエの予測した未来像に
重なって見えてくるだろう。
３．Actionの不在
以上、論じてきたことから導き出される帰結は、フーリエの社会には、ハンナ・アレントのいう
政治活動が存在しないことである。これが、ハーモニーの第三の特徴である。フーリエの理論にし
たがえば、この社会で利害の不一致を調整するのは、議論（政治活動）ではなく、「情念引力（attraction
 
passionnelle）」と呼ばれる力である。この引力がうまく調整された結果、すべての人々が欲望のまま
に行動すれば、それだけで、さまざまな仕事が自発的に行われることになる。あるものが嫌う仕事
を、他のものが好んで行い、結果的に社会の歯車がだれを強制することもなく回るのである。しか
も、フーリエにしたがえば、あらゆる衝突はそもそも生産物の不足から生まれるのであり、すべて
が充足したハーモニー世界においては、いかなる利ざやの奪い合いも起こりようがない。紛争を調
整する政治機関は必要ないのである。
このユートピアを古代ギリシャ世界と比べて考えると、その特徴は際立ってくる。両方とも生命
の必要が満たされた世界である。前者においては生産システムの向上によって、後者においては奴
隷制度によって。しかし、共に充足した世界であるものの、人間のあり方は正反対の性質のものに
なる。ギリシャ社会においては、生命の必然にかかわる事象（生と性）は私的領域に隠された。メ
ンバーたちは公的な領域において、生と性のくびきから自由になり、「人間として」の名誉を得るた
め、全力を出すことになる。たとえば、詩作や戦功において栄光を得ることが、その代表的なあり
方であった。すなわち、限りある儚い命（まさに生と性の領域である）とは無関係の永遠の美を作
??Ibid.,p.263.
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り出すこと。あるいは、儚い命をどれだけ危険にさらしつつ、輝かしい戦功をたてられるかに自分
を賭けること。生と性という必然に支配された動物的領域からのがれ、真に人間的な存在を証明す
ること。ギリシャにおいては、「人間らしく」生きるためには、自らの死後も光り輝く名声を得て、
唯一の存在としての自己を証明することが必要とされたのである。
しかし、フーリエの共同体においては、足りないものがない社会システムをいかにして、さらに
洗練したものに変えていくか、に焦点が置かれる。すべてが私的領域に覆われてしまったハーモニー
においては、生と性にかかわる機能が世界全体の役割になってしまうのだ。そこでの人間のあり方
は、システムの洗練に貢献するか、あるいは、世界の機能に身をまかせて受動的に享受するのみに
なるか、のどちらかである。実際、ハーモニーでは、もっとも優れたメロンを生産したものが栄光
を得たり、料理コンテストで優勝したものが名誉を与えられ、オリーブの冠を得るのである。これ
は、古代ギリシャを模したようにみえるが、その実情は正反対である。ハーモニーで栄光を得るの
は、永遠に語り継がれる戦功をたてたものではない。逆に、せつな的に消費される製品を作ったも
のである。消費をもっとも喚起する生産物を作ったものが、褒められるのだ。永遠性が称えられる
場面は存在しない。また、ハーモニーでは勲章は、唯一の「人間として」存在を証明したものに与
えられるのではない。むしろ、食というもっとも「動物的な」領域を豊かにしたものが崇められる。
「人間らしさ」に意義を与える場は存在しないのだ。
興味深いことに、フーリエによれば、社会がさらに進化してハーモニーより先の段階に進み、シ
ステムが洗練のきわみに達すると、人間はその欲望を、何一つ手を下さなくてもかなえられるよう
になる。人が望むものは、周囲のシステムによって感知され、人はただ受動的に座っていればよい
だけになる。人と環境との間で需要と供給が完璧に一致するため、人が環境に積極的に働きかけた
り、環境を変える必要がなくなってしまうのである。これは、まさに、人が動物と化する現象といっ
てよい。というのも、人間が自分と環境との間につねにずれを感じ、それを是正しようとする存在
であるならば、動物は自分のゲシュタルトに疑問をはさむことがないからである。実際、フーリエ
の社会では、時代が進化するにつれ、人は姿かたちを動物に近づけていく。アルシブラという尻尾
が生えてくるのが、その第一段階である。最終的には、翼をもったり、魚のようにエラを生やした
人間が出現する。このような「動物的な人間」の青写真は、あたかも、現代社会の戯画のように、
われわれの目に映りはしないだろうか。
４．贈 与
以上、フーリエ的社会の特徴ととその人間のあり方をみてきた。彼の描く世界は、一般的な「社
会主義」像から大きくずれた独創的なものであった。が同時に、それは、現代社会の戯画に見える
ものであり、社会の未来像を映し出す鏡のようであった。ここでは最後に、フーリエ社会の豊かさ
を生み出しているものが何なのか、考えてみたい。ハーモニーは豊かさと多様性にあふれたユート
ピアであり、そこでの生産はつねに増加していく。これは、富がつねに増していく社会なのである。
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このような増大が可能になるためには、単なる交換関係が、売り手と買い手の間に成立するだけで
は足りない。商品が幾度、別の等価の商品と交換されても、社会全体の富の量は変わらない。希少
な製品を作り出したものが、高額でその製品を売れば、彼は富を増やすかもしれない。しかし、そ
の製品を買った人間は、その分、貧しくなるのである。交換を基盤にした社会では、あるものが富
む時、あるものが飢える。商人としてつぶさに経済界の仕組みを見てきたフーリエは、この仕組み
を熟知していた。社会全体の富が増えるためには、労働力の贈与が行われなければならないのであ
る。
「ここ［贈与の精神の活動する空間］では、あらゆる存在や価値や意味が、おたがいに向か
い合って、呼びかけをおこなったり、対話したり、場所を移動したり、結婚したり、別れた
り、またくっついたり、子供をつくったりするのである。贈り手と受取り手、語り手と聞き
手が、ここでは共通の領土を共有しあって、その中でおたがいに影響をおよぼしあいながら、
未知の構造をつぎつぎとつくりだしていくのだ。等価交換が支配している世界では、そのよ
うな「創造」は原理として不可能だ。ものの変態はおこっても、新しい構造の創造はおこら
ない。存在の本質的な様態のつくりかえをもたらす、ハイデッガーの言う「転回（ヒューレ）」
は、ただ贈与的な世界でしかおこらないようにできている。」??
フーリエ社会では、「情念引力」がうまく機能しているため、誰もが好きなことを望むままに行えば
よい。彼らは、給料との引き換えに仕事をするのではなく、純粋に楽しみのために行うのである。
無償での労働が、ここに可能となるのである。
事情は、恋愛においても同様である。フーリエは、性愛を多様なものにしなければならない、と
説いた。しかし、性愛が多様になり、人間関係のきずなが増大するためには、個々人の間に、ギブ・
アンド・テイク（あなたが私に愛をくれ、それと交換に私もあなたに愛をあげよう）による交換関
係が生まれるだけでは足らないのである。贈与が必要なのである。そして、フーリエ世界でそれを
担うのが、「天使的カップル」と呼ばれる貴族たちである。たとえば、ナルシスとプシケは、たぐい
まれな美貌によって「無数の崇拝者」をひきつける。彼らは互いに深く愛し合っているにもかかわ
らず、「熱烈な欲望を示したすべてのものと身体的に交わり、この博愛的行為によって、文明社会で
はデシウスだとかルギュリュスだとかの宗教的・政治的殉教者を取り巻く威光と同じ威光を得
る」??。フーリエの愛のシステムを動かし、多様なものとしていうのは、これら天使的カップルによ
る性愛の贈与なのである。彼の社会が静的なものにならないために、それは必須条件なのである。
??中沢新一『純粋な自然の贈与』、1996、せりか書房、p.180.
??Ibid.,p.48.
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結 び
以上、シャルル・フーリエの社会システムについて、その特徴的な面を描いてきた。一言で言う
ならば、彼の理想社会では、生と性が完全に管理され、プライバシーが存在せず、社会システムが
人間の望みをすべてかなえるため、人は受動的になる。そして、このようなシステムを可能として
いるのが、人間による「贈与」なのである。
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